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専門領域研究班
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前号にて皆様にご報告したとおり、今年度より、研修部に専門領域研究班が新設されました。その活動の
口火を切って運動器理学療法研究会、呼吸理学療法研究会が４月に開催されました。それぞれの活動の様子、
これからの活動について、両研究会の会長よりご報告いただきました。

運動器理学療法研究会
会長 渡邉 基起

コンセンサスの得られた治療方針を確立していきたい
４月２２日に秋田大学医学部附属病院にて、第１回
運動器理学療法研究会が開催されました。当研究会
は、羽後病院の斎藤功氏や城東整形外科の渡部裕之
氏、秋田大学の畠山和利氏の知恵を拝借しながら、
秋田大学の渡邉基起がまとめ役として運営しており
ます。今回の内容は趣旨説明と症例検討３例で、初
回であったにも関わらず２９名の参加者が集まりまし
た。

－趣旨説明－
研究会では、臨床的思考過程を底上げすることで
個々のレベルを高めていくことを目標にしています。
意見の正誤にとらわれず、自分の考えを発言するこ
とがレベルアップにつながると思います。そのため
聴講するだけではなく、症例検討を活動の軸にグ
ループディスカッションを行います。そして最終的
にはコンセンサスの得られた治療方針を確立してい
きたいと考えています。また、研究分野への取り組
みを積極的に支援していくことも活動の一つとなり
ます。難しい研究も良いのですが、普段接している

症例一人一人を大事にして、最終的に症例報告を行
うことも研究の一つですのでチャレンジしてみては
いかがですか？

－症例検討－
初回のため、運営側から２例と参加者から１例の
３例が提示されました。１例目は斎藤功氏から人工
股関節全置換術後の脚長差に関するアプローチ方法
の検討がなされ、２例目は渡部裕之氏から上腕骨顆
上骨折を保存的に可動域獲得させ得た症例の報告が
なされた。どちらも解剖学や運動学など機能的な視
点から治療に結びつけることが非常に大事であると
再認識できる、教育的講演の様な内容でした。３例
目はあきた病院の渡邉志保氏から（栄えある本当の
１例目です）、転倒による脛骨骨折に対してリング
型創外固定術を行った患者に対する治療方針の検討
がなされました。参加者全員がグループディスカッ
ションを通して意見を出しあい、現時点で考えられ
る治療方針を決定出来たと思います。

（１）
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呼吸理学療法研究会（４／２７開催）
会長 川越 厚良

地域に根差した呼吸ケアの発展を目指して
今年度より専門領域研究班の事業が立ち上がり、
会員の皆様のご協力のもと、呼吸班の第１回の研修
会を開催することができました。本研修会のプログ
ラムとして、まず国立病院機構あきた病院の菊地和
人先生より第５２回日本理学療法学術大会に発表予定
の演題をご発表頂きました。呼吸筋麻痺により能動
的に痰の喀出ができない患者さんに対して、機械的
介助に加え、徒手的な咳嗽介助の有用性が示され、
臨床にも応用可能な知識を教えていただきました。
後半は、私から市立秋田総合病院で取り組んでいる
呼吸リハビリについての紹介を中心に、呼吸リハに
おける最近のトレンドを文献の紹介も交えて発表さ
せていただきました。私自身、自分の取り組みにつ
いて見直す機会となり、他病院の先生からご意見を
頂ける貴重な機会となりました。

会の最後には、参加していただいた先生方より、
活発な意見交換をしていただき、中でも維持期・在
宅ケアサービスにおける呼吸リハビリの提供が困難
な現状が聞かれました。本研修会におけるアンケー
ト調査結果でも維持期のリハビリに従事されている
先生方のご参加が最も多く、継続的な支援を必要と

する呼吸器疾患患者において、わが県では病院の外
来受診のみでなく、地域に根差した在宅や施設にお
ける呼吸リハビリの提供が更に必要である印象を受
けました。今回の研修会を通じて、病院という枠で
収まらず、秋田県全体の枠で意見交換ができる場に
なれることが実感できました。当研究会では単なる
研修会という枠に収まらず、県内の皆さんの声に合
わせた幅広い活動の展開を目指しています。今後も、
様々な形の会を開くことで、県内の皆様と情報交換
ができる場を設定し、現状の把握から患者さんの笑
顔につながる活動を展開していきたいと思います。
ご興味・ご質問のある方は奮って当研究会の E
メールアドレス（akita.respi.pt@gmail.com）にご
連絡ください。一緒に秋田県の呼吸分野を発展させ
ていきましょう。

老年期理学療法研究会（akita.geriatric.pt@gmail.com）は６月２日（金）
循環器理学療法研究会は（akita.circ.pt@gmail.com）６月３日（土）
を予定しています。ご参加希望の方は上記アドレスにご連絡ください！

（２）
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いつも転院申し送りしているけど、知っているようで知らないあの病院、
あのリハ科… どんな理学療法士がどんなことしてるの？？ そんな疑問
に答えるべく、自分たちの病院・チームを紹介していくコーナーです！

ジ ェ イ コ ー

第１１回は「ＪＣＨＯ秋田病院」です！
それではＪＣＨＯ秋田病院のみなさん！ご紹介お願いします！

―はい！三嶋利駆が当院について紹介させていただきます！

〈私たちが働く病院は…〉

平成２６年、４月から独立行政法人地域医療機能推進機構として新たなスタートを切りました。

北には白神山地と米代川、西には日本海に沈む夕陽、東には奥羽山系、南には秋田の米どころとすばらし

い環境に囲まれた能代市に設置されています。地域に密着した医療を目指し、予防から治療・ケア・在宅医

療などの他、職員のスキルアップにも努め、地域の皆さんから信頼の高い病院です。

〈リハビリ対象疾患は…〉

主に外傷・変性疾患、脊柱疾患などの術後急性期の整形外科疾患、脳血管疾患、がん、廃用症候群等を対

象としています。

〈理学療法士の人数は…〉

現在、ＪＣＨＯ秋田病院には７名（他ＯＴ１名）

附属老人保健施設には２名（他ＯＴ３名）が所属しています。

〈私たちの病院のここが“ウリ”です！〉

① 地域包括ケア病床

平成２７年度より、地域包括ケア病床（約１２床）を設立し、リハビリや退院支援など、効率的かつ密度の

高い医療を提供できるようになりました。

② スポーツ外傷・障害のリハビリ

毎週月曜日（１５：３０～１７：００）にスポーツ外来を設けています。

投球障害にはストレッチ・自主トレ指導を行い、ＡＣＬ

損傷ではサイベックス評価などで長期的な経過を追ってい

ます。特に多い足関節捻挫では腓骨筋トレーニングの他に

二次的障害予防のため体幹トレーニング・ストレッチの指

導を行っています。

③ 訪問リハビリテーション

平成６年度から主に能代山本地区全域に訪問リハビリ

テーションを提供しています。病院や施設を退院した患者

の在宅生活のサポートを行っています。

（病院紹介者：三嶋利駆）

（３）
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今月の Scientist PT

いつか自分の研究の一端が患者さん達のＡＤＬやＱＯＬ向上の一助になって欲しい

今まで、私は回復期病棟に入院している脳卒中
患者さんのリハビリを担当させていただく機会が
多くありました。脳卒中の患者さんと接すること
で、患者さんの歩行に寄せる強い気持ちを感じて
いました。それは、病前のように歩きたいという
切実な思いでした。病気になって初めて感じる切
なる願いです。そこで、私は歩容の改善について
研究したいと思いました。加速度計を使用して、
簡便に歩容の左右対称性を評価することができる
指標があることを知り、脳卒中患者さんを対象に
研究を始めました。

方法としては、３軸加速度計を腰部に装着して
１０ｍ歩行したときの加速度の変化を評価しました。
上下の加速度と左右の加速度の散布図（リサー
ジュ図形）を作成し、リサージュ図形を左右に分
け、左右の大きさを比較するリサージュインデッ
クス（Lissajous Index；以下、ＬＩ）を算出しま
した。ＬＩは体幹運動の左右対称性を評価します。
まずは、ＬＩに検者内信頼性と絶対的信頼性が認
められることを確認しました。さらに、横断的な
検討で脳卒中片麻痺患者のリサージュインデック
スと立位バランスの指標である Berg Balance

Scaleに関連があることを明らかにしました。今
後はＬＩの経時的変化について引き続き検討した
いと考えています。リサージュ図形とＬＩを用い
ることで視覚的かつ客観的に体幹運動の左右対称
性を評価できるため、患者さんへのフィードバッ
クにも使用しやすいと考えています。

私が行ってきた研究では、実際の入院患者さん
を対象としてきました。患者さんに時間と労力を
割いていただいても、その患者さんの治療に直接
役立つ訳ではありません。それでも、患者さんは
「やってもいいですよ。」と言ってくださる方が
多く、ありがたいと思うと同時に、「自分は患者
さん達に迷惑をかけている」という思いもありま
した。複雑な気持ちをいだきながらも、研究を続
けた理由には、加速度計を使用して簡便に歩容の
左右対称性を評価することがいつの日にか、患者
さん達の役に立つのではないかという気持ちが
あったからです。

今後もずっと「自分の研究がリハビリの役に立
てるのか」、「自分のやっていることは患者さんに
負担をかけているだけではないか」といった思い
は続くと思います。苦しい思いもしながら「いつ
か自分の研究の一端が患者さん達のＡＤＬやＱＯ
Ｌ向上の一助になって欲しい」そんなかすかな期
待を込めて研究を続けています。

照井佳乃（秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻理学療法学講座）

−PROFILE−

照井佳乃 先生
秋田大学医学部保健学科理学
療法学専攻を卒業。平成２９年
３月まで秋田県立リハビリ
テーション・精神医療セン
ターに勤務。平成２９年４月か
ら秋田大学大学院医学系研究
科保健学専攻理学療法学講座
に勤務。
日本理学療法学会、日本呼吸
ケア・リハビリテーション学
会に所属。

Bland-Altman分析の結果（脳卒中片麻痺患者）

誤差の有無

９５％信頼区間 －４．７７～３．１１（０を含む） 加算誤差なし

実測値から求めたｔ値 ０．７３９（＜２．０１５） 比例誤差なし

ＬＩとＢＢＳの相関関係

相関関係 ｐ値

ＢＢＳ ‐０．４１３ ０．０１１

（４）
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事 務 局 報 告
（平成２９年４月１５日）

１．会 員 動 向

正会員数５７２名、名誉会員数２名、休会者数３９名）

賛助会員数８社

２．公文書発行数 １４件

３．ニュース、機関誌、印刷物等の受領

日本理学療法士協会資料等４件

他士会ニュース・広報誌１３件

他士会印刷物１６件

他団体印刷物１０件

平成２８年度第６回理事会議事録要約

１．招集年月日 平成２９年１月２６日（水）

１．開 催 場 所 秋田大学医学部保健学科 日常生活活動実習室

１．開 催 日 時 平成２９年２月２２日（水）１８：００～２０：００

１．総 理 事 数 １２名

１．：出席者 本人出席

理事 １２名（菅原、須藤、畠山、渡部、松橋、田安、若狭、籾山、大場、柏木、ジョーンズ、井上）

監事 ２名（倉田、鈴木）

議長 菅原慶勇

議事録作成理事 渡部裕之

書記 三浦、白瀬（総務班）

【審議事項】

１．平成２９年度事業計画案ならびに予算案の修正等

について（提案理事：須藤）

前回理事会にて、修正が求められた部・班につ

いて、修正内容が資料に沿って説明された。審議

の結果、平成２９年度事業計画案ならびに予算案は

全会一致で承認された。

２．学会開催時期変更について（提案理事：畠山）

籾山理事より、新人教育プログラムの扱いはど

うするか質問がなされ、畠山理事より、学会を土

曜日、その後に定時総会、新人歓迎会を行うこと

で、参加者の増加と、既会員と新入会員の交流が

持てること、翌日の日曜日に新人教育プログラム

の開催をすることで、まとまった成果が得られる

のではないかとの考えが示された。審議の結果、

全会一致で承認された。また、変更年度は、平成

２９年度の年度末の学会を行わずに、平成３０年度６

月に行うことで移行していくことが合わせて承認

された。

３．秋田士会ＨＰ変更について（提案理事：籾山）

籾山理事から説明がなされた。若狭理事より、

岡山県士会のホームページが非常にわかりやすく、

手本として改編したいと考え見積もりを依頼した

との発言があった。さらに業者へホームページ機

能のレベルごとの見積もりを依頼することになっ

た。審議の結果、費用対効果を考え継続して検討

をしていくこととなった。

４．災害医療派遣検討委員会分掌規程について（提

案理事：大場）

大場理事より災害医療派遣検討委員会の分掌に

ついて提案があり、審議の結果、全会一致で承認

された。

５．倫理規程の承認を求める件（提案理事：大場）

大場理事から倫理規程について修正案が資料に

そって示された。審議の結果、全会一致で承認さ

れた。この倫理規程は平成２９年２月２２日より施行

することとなった。

６．資金調達及び設備投資の見込みについて（提案

理事：須藤）

須藤理事から、資料に沿って説明がなされた。

（５）
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審議の結果、全会一致で承認された。

７．理学療法週間事業のイベント用品作成の承認に

ついて（提案理事：田安）

価格、用途などを考慮した上で色やロゴマーク

等のデザインは公開事業班長へ一任することで、

全会一致で承認された。

【協会・ブロック・リハ専門職協議会からの審議報

告事項】

１．第６回ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修アドバンス

コース参加報告（報告理事：大場）

大場理事より成田研氏が参加した第６回ＪＩＭ

ＴＥＦ災害医療研修アドバンスコースに関して資

料に沿って報告があった。

２．第２回協会指定管理者（初級）研修開催報告（報

告理事：籾山）

籾山理事より第２回協会指定管理者（初級）研

修について報告がなされた。

【業務執行報告】

各局・部（班）報告

Ａ．事務局長

須藤事務局長より、秋田県の事務所立入検査に

関しては特段な問題はなかったことが報告された。

１）総務部（総務，庶務）

渡部理事より、庶務報告の中で、会員権利停

止の会員は、現在はいないことが報告された。

Ｂ．事業局長

畠山事業局長より、平成２９年度秋田県計画に係

る事業の提案募集に２件の研修会を事業申請した

旨が報告された。

１）事業部

田安理事より、ねんりんピックの予算と会場

割り振りが決定したことが報告された。

Ｄ．その他

１．平成２９年度第１回理事会

日時：平成２９年４月２６日（水）１８：００

（三役会議 １７：３０）

会場：秋田大学医学部保健学科日常生活活動

実習室（Ｂ棟３Ｆ）

２．平成２９年度第２回理事会

日時：平成２９年５月１７日（水）１８：００

（三役会議 １７：３０）

会場：秋田大学医学部保健学科日常生活活動

実習室（Ｂ棟３Ｆ）

平成２９年度 地域包括ケア推進研修会
開催のお知らせ

この度、下記の日程で「地域包括ケア時代の地域リハビリテーションを考える」をテーマに、
地域包括ケア推進研修会を開催いたします。

日 時：平成２９年６月２４日（土） １４：３０～１６：３０（１４：００～受付開始）

会 場：秋田大学医学部附属病院２階多目的室

テ ー マ：「地域包括ケア時代の地域リハビリテーションを考える」

プログラム：１４：００～ 受付開始

１４：３０～１５：３０ 講演１「地域包括ケア時代のリハビリテーション」

一般社団法人日本訪問リハビリテーション協会相談役 伊藤隆夫先生

１５：３０～１６：３０ 講演２「地域リハビリテーションあれこれ」

（元）秋田県理学療法士会会長 伊藤日出男先生

参 加 費：１，０００円

※理学療法士の方々は、研修会当日に会員証をご持参ください

（６）

秋田県理学療法士会ニュース №１７６（２０１７．５．１５）
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研 修 部研研 修修 部部

北部ブロック活動部
研 修 会 の お 知 ら せ

●研修部（生涯学習班）

平成２９年度新人教育プログラムについて
① 今年度の新人教育プログラム年間予定

※第１回は全ブロック合同で中央開催ですのでご注意ください。
二回目以降は、開催場所が北部と中央になります。どのブロック会場に参加しても構いません。今後追加で

開催場所、時間、講師のご案内を差し上げます。
テーマ群Ｃ以外の履修必要単位がとれます。

テ ー マ：「肩関節疾患の理学療法」

講 師：千葉 慎一 昭和大学病院

期 日：７月２９（土）、３０日（日）

受け付け：７月２９日 １２：３０～

開 始 ７月２９日 １３：００

場 所：北秋田市民病院 中会議室

（北秋田市上杉字清水沢１６－２９）

内 容：講義および実技

対 象：秋田県理学療法士会員 その他

参 加 費：会員：５０００円 非会員：１００００円

（所属先や会員番号など必要事項を記入し、メールにてお申し込み下さい）
大館市立総合病院リハビリテーション科 柏木智一
アドレス：reha@odate-hp.odate.akita.jp

お問い合わせ・申込み先

備 考
①日本理学療法士協会会員証をお持ちの方は、
当日受け付けにて使用しますので必ず持参
下さい。

②当日は実技もありますので、動きやすい服
装でお越しください。

③新人プログラム、専門・認定理学療法士
（運動器）分野の履修ポイントの対象とな
ります。

④準備の都合上、締切は７月１４日（金）まで
とさせて頂きます。

⑤１日目の研修会終了後、大館市内にて講師
を囲んで懇親会を予定しています。奮って
のご参加をお待ちしています。詳細は決ま
り次第連絡致します。

第１回（６／１０） 第２回（８／５） 第３回（１０／２８） 第４回（１２／２） 第５回（１／２０）

北部 －

Ａ－３
「リスクマネジメント」

Ｂ－２
「クリニカルリーズニング」

Ｄ－２
「生涯学習と理学療法の

専門領域」

Ａ－４
「人間関係および接遇」

Ｂ－４
「症例報告・発表の仕方」

Ｄ－３
「理学療法の研究方法論」

－ －

中央

Ａ－１
「理学療法と倫理」

Ａ－２
「協会組織と生涯学習システム」

Ａ－５
「理学療法における関連法規」

Ｂ－１
「一次救命処置と基本処置」

－ －

Ａ－３
「リスクマネジメント」

Ｂ－２
「クリニカルリーズニング」

Ｄ－２
「生涯学習と理学療法の

専門領域」

Ａ－４
「人間関係および接遇」

Ｂ－４
「症例報告・発表の仕方」

Ｄ－３
「理学療法の研究方法論」

（７）

AKITA PHYSICAL THERAPY ASSOCIATION NEWS
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② 新人教育プログラムのｅ－ラーニングによる受講について
今年度も新人教育プログラムがｅ－ラーニングで受講できます。ご自宅や職場のＰＣから受講が出来ます

ので、未終了会員の方はご活用ください。

※１～３年目の会員と４年目以降の会員で受講可能なプログラムが異なります。
詳細は協会ＨＰ（２０１７年度ｅ－ラーニングについて）をご覧ください。

＜アクセス方法＞
協会ＨＰ→新人教育プログラム→ｅ－ラーニングはこちら→２０１７年度ｅ－ラーニングについて

③ 新人教育プログラム臨床見学について
日本理学療法士協会が認定する臨床見学受入施設で見学を行うことで、理学療法の臨床（Ｃ－１～Ｃ－

５）について単位が認定されます。臨床見学制度および受入施設については協会ＨＰ（臨床見学を希望され
る方）をご覧ください。

＜アクセス方法＞
協会ＨＰ→新人教育プログラム→見学を希望される方はこちら

新人教育プログラムに関するお問合せ先：生涯学習班 伊藤 雄平
秋田厚生医療センター リハビリテーション科
〒０１１－０９４８ 秋田市飯島西袋１丁目１番１号
TEL ０１８－８８０－３０００（内線２１５９）
E−mail : akriha@akikumihsp.com

３月
３月５日� 第２２回秋田県理学療法士学会参加
３月１１日�～１２日� 秋田呼吸リハビリテーション

懇話会ベーシックコース講師（秋田
市）

３月１４日� 介護予防教室講師（秋田市）
３月１５日� 第２回秋田県リハビリテーション専門

職協議会会議（秋田市）
３月１６日� 平成２８年度第２回スポーツ医科学委員

会（秋田市）
３月１８日� 秋田大学医学部保健学科謝恩会出席

（秋田市）
３月２２日� 秋田大学卒業式ならびに秋田大学大学

院学位授与式出席（秋田市）
３月２８日� 潟上市障害者総合支援審査会出席（潟

上市）
３月３１日� 第２６回日本体力医学会東北地方会会長

招宴出席（秋田市）

４月
４月１日� 第２６回日本体力医学会東北地方会講演

（秋田市）
４月６日� 平成２９年度学校法人コア学院入学式出

席（秋田市）
４月９日� 秋田県臨床内科医会講演（秋田市）
４月１４日� 高橋新協会理事を囲む会参加（秋田

市）
４月１５日� 東北ブロック協議会理事会出席（仙台

市）
４月２６日� 平成２９年度第１回理事会

内 容 受講費 申 込 期 間 受 講 期 間

新人教育プログ
ラム
※入会１年目～
３年目の方

理学療法の基盤（Ｂ－１～Ｂ－４）
理学療法の専門性（Ｄ－１～Ｄ－４）
理学療法における人材の育成（Ｅ－１～Ｅ－３）
合計１１テーマ

￥５，４００
（１１テー
マ視聴可
能）

２０１７年９月１日（金）
～２０１８年１月３１日（水）

～２０１８年２月２８日（水）

新人教育プログ
ラム
※入会４年目以
降の方

必須初期研修（Ａ－１～Ａ－３）
理学療法の基礎（Ｂ－１～Ｂ－４）
理学療法の専門性（Ｄ－１～Ｄ－４）
理学療法における人材の育成（Ｅ－１～Ｅ－３）
合計１６テーマ

￥８，６４０
（１６テー
マ視聴可
能）

２０１７年４月３日（月）
～２０１８年１月３１日（水）

～２０１８年２月２８日（水）

（８）
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北秋田市民病院の嶋田誠司です。前回のマイ
ブームに何を書いたか忘れてしまったおじさんに、
小原さんが「次のマイブーム、よろしくお願いし
ま～す(ˆˆ)/」って・・。モデルになってくれた小原
さんのお願いとあれば断れないよ・・。

「カレーせん」
コンビニで見かけると必ず買う。いろんなメー
カーがありますが、ボクはか○だが好き。食べや
すい一口サイズなど大きさは色々ありますが、ど
れもＬＯＶＥ。ただついつい食べ過ぎて、指が
真っ黄色になり、胸焼けすることも多い。みんな
も気をつけて。

「ミルクコーヒー」
最近車中でミルクコーヒーを飲むことが多くな
りました。長距離通勤の疲れた体に微妙な甘さが
染みるんです。ただ昨年の健診で HbA1c値がや
や高めと出てからは控えめに・・・。みんな気をつ
けて。

「ＦＢ」
湯沢遠征時に後輩から勧められて始めました。
単身赴任で外食が多かったから、県南地区の食べ
ログになった。“友達”の現況を見て楽しむこと
が多いですが、敬愛する先輩の投稿には突っ込み
を入れていじることも忘れない。

「ＮＢＡ」
２０年前新築した時にＢＳをつけたら、現役時代
のマイケル・ジョーダンと CHICAGO BULLSの
ファンになりました。でも何も知らないから、マ
イケル・ジョーダン（神様）、マジック・ジョン
ソン（神様のライバル）、マイケル・ジョンソン
（陸上界の神様）の区別が分からず苦労しました。
某工業高校の選手のリハビリをしながら、知った
かぶりして好きな選手やプレイについて熱く語っ
たことも良い思い出です。現在は昔ほどの熱さは
失せましたが、BULLSの試合は必ず観ます。た
だ調子に乗って娘のバスケに口を出すと、「素人
が口挟まないで！」とにらまれる。ごもっともで
ある。

「モスグリーン」
数年前にネットでボクのラッキーカラーが「モ
スグリーン」と出てから、身に着けるものにこだ
わり始めましたが、今年ネットで調べたら「山吹
色」と・・・。４８にもなって黄色かよ・・・身に着ける
かどうか迷っているこの頃。

「朝の占い」
某局の「今日の占いカウントダウン」は必ず見
ます。当たることが多いから。魚座が「ゴメンな
さーい」と言われると、１日おとなしくしていま
す。「いい年したおじさんが占いに振り回され
て・・」と娘は冷ややかだが、ホントに当たるんだ
から。

「○ＴＡＲ ＷＡＲ○」
生まれて初めて映画館で観たのがこの映画だっ
たことがきっかけで、全シリーズを必ず映画館で
観ることにこだわってきました。当然ＤＶＤも買
います。これまでグッズには決して手を出しませ
んでしたが、不覚にも今回は○ース・○イダーの
ボブルヘッドを買ってしまった。リビングのＴＶ
の脇に誇らしげに置いてあるが、家族の視線は冷
ややか。たまに暇な娘が指でツンと突っつくと、
「おいおい、触るんじゃねーぞ！」と心の中で
そっとつぶやく。

「ボールペン」
職場で使うボールペンは、タダでもらえるメー
カーさんのは使わず、必ず自腹で買います。特に
３色＋シャーペン＆０．５㎜がお気に入り。元上司
のＹ先輩に勧められた「消せるボールペン」は自
宅用に。「こんな高いの買わなくても、安いので
いーじゃん」と言う娘の声には決して耳を貸さな
い。

次回は高校・短大の後輩、男鹿みなと市民病院
の花田“ダンディ”定晴先生にお願いします。

北秋田市民病院

嶋田 誠司 先生

（９）
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ニュース編集班よりニニュューースス編編集集班班よよりり
ニュース編集班班長の加賀屋です。今号のニュースはいかがだったでしょうか？ニュースへのご意見・ご

指導など下記連絡先までお寄せいただけると幸いです。
次回ニュースの原稿締め切りは６月２６日（月）です。載せたいニュース、写真などありましたら、ニュー

ス編集班までお寄せください。
「マイブーム」を依頼された男鹿みなと市民病院の花田定晴先生も、この期日までにご自身の写真つきの

原稿を送付してくださるようお願いいたします。（１，０００～１，５００字程度）

連絡・送付先：kagaya-yuki@akita-hos.or.jp
問い合わせ先：秋田県立脳血管研究センター 機能訓練部 加賀屋勇気

Tel：０１８－８３３－０１１５ Fax：０１８－８３３－２１０４ E-mail : kagaya-yuki@akita-hos.or.jp

（１０）
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